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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レーザー光の照射によって再生される情報記録媒体であって、
　巡回符号である誤り訂正符号を用いて、前記情報記録媒体のアドレス情報を符号化した
誤り訂正符号語であるシンボル列Ｃ（ｉ）［ｉ＝０、１、２、・・・ｎ：ｎは整数］のう
ち、ｍ個（２≦ｍ＜ｎ：ｍは整数）のシンボルに対して、それぞれのシンボルの全ビット
を反転するビット反転が行われた変換情報がトラックの蛇行形状により記録されており、
　前記ビット反転が行われるｍ個のシンボルの間に少なくとも１つのビット反転が行われ
ないシンボルが存在し、前記ビット反転が行われる複数のシンボルは互いに隣接しないｋ
個（ｋは３以上の整数）のシンボル群に分けられており、かつ、シンボルＣ（０）とシン
ボルＣ（ｎ）の少なくとも一方は前記ビット反転が行われておらず、
　前記ｋの２倍の数が、前記誤り訂正符号で訂正可能なシンボルの数よりも大きく、
　前記ｋ個のシンボル群のうちの１つは、シンボルＣ（０）、シンボルＣ（２）およびシ
ンボルＣ（３）を含み、且つ、シンボルＣ（ｎ）がビット反転していない
　ことを特徴とする情報記録媒体。
【請求項２】
　請求項１に記載の情報記録媒体に情報を再生する再生方法であって、
　前記記録媒体にレーザー光を集光して、前記トラックの蛇行形状から前記変換情報を読
み取り、
　前記変換情報のうち、前記ビット反転が行われたｍ個のシンボルと同じ場所に位置する
シンボルに対してビット反転を行ってアドレス情報を生成し、
　前記アドレス情報に基づいて前記情報記録媒体に記録された情報の再生を行う、
　ことを特徴とする再生方法。
【請求項３】
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　請求項１に記載の情報記録媒体に情報を記録する記録方法であって、
　前記記録媒体にレーザー光を集光して、前記トラックの蛇行形状から前記変換情報を読
み取り、
　前記変換情報のうち、前記ビット反転が行われたｍ個のシンボルと同じ場所に位置する
シンボルに対してビット反転を行ってアドレス情報を生成し、
　前記アドレス情報に基づいて前記情報記録媒体に情報を記録する、
　ことを特徴とする記録方法。
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